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坑内環境一元管理
自動制御システム 戸田建設

⾣概　　　要

山ַトンネルの施工では，地山掘削作業やਧ付コンクリート

のਧ付作業，ずり出しダンプのԟ来等によって多くのคじんが

発生する。また，૝定外の有害ガスの発生やՆقにおける޵内

Թ度の上ঢに൐う೤中঱のリスクなど，޵内ڥ؀の؅理が重要

となっている。通常，これらの؅理は現場৬員が日常؅理とし

て定期的に各種計測機器を࢖用して計測し，その݁Ռをݩにૹ

෩機やूじん機器等の作動設定を変更している。そのため，多

くの時間と労力が必要であると同時に，刻一刻と変化する޵内

。性もあったݥةѱ化のڥの中で，対応の஗れに൐う؀ڥ؀

，の一つとしてคじんೱ度や有害ガスೱ度ࡦ田建設では，対ށ

内に設置したセ޵に関するデータをڥ内؀޵内Թ度等の各種޵

ンサーによってリアルタイムに自動計測し，あらかじめ設定し

た基準値の範囲に自動制御することが可能な「޵内ڥ؀一؅ݩ

理自動制御システム」を開発した。

⾣特　　　徴

本システムの特徴を以下に示す。

؅理項目の೚ҙ設定ڥ内؀޵①

内Թ度，メ޵，内෩速޵，؅理項目として，คじんೱ度ڥ؀

タンೱ度等の有害ガス，޵外へ࿙出するු༡ཻ子ঢ়෺質など，

。の؅理として必要な項目を೚ҙに設定可能であるڥ内؀޵

項目の計測と制御の自動化ڥ内؀޵②

޵内各ॴ（切Ӌ付近や޵؅理項目に対応した計測機器をڥ؀

付近など）に設置し，自動計測を行う。計測した値があらかޱ

じめ設定した基準値の範囲内になるようにૹ෩機やूじん機等

を設定した数段֊のレベルに自動Քಇさせることで޵内ڥ؀を

制御する。

؅理ݩの一ڥ内؀޵③

これら一連の作業はすべて一؅ݩ理された自動制御により，

ਝ速な対応によって޵内ڥ؀ѱ化を回避し，日常؅理作業の効

率化をਤることが可能である。

のリアルタイムモニタリングڥ内؀޵④

のঢ়況は現場事຿ॴや本支ళ，および，システムメーڥ内؀޵

カでモニタリング可能で，情報をڞ有することで，計測，制御

機器の不۩合に対して速やかに対応することができる。

なお，システムの構ஙにおいては，ूじん機とૹ෩機を連動

させて؅理することで，適切なΤアカーテン効Ռ（คじんなど

の෧じ込め効Ռ）が常に確保されていることや，必要な޵内෩

速をトンネル全域で最低限確保した上で，システムを構ஙして

いる。

開発したシステムの効Ռの確ೝを目的に，現場実ূࢼ験を実

施し，本システムの適用によって，޵内作業員の労ಇڥ؀の常

時改善や؅理作業の効率化の確ೝ，また，消費電力の最小化や

。リスク軽減も期待できることを把握している߁݈

⾣用　　　途

・山ַトンネル工事ଞ

⾣問 合 せ 先

田建設᷂　技術開発センター　田中　పށ

　　　　　　土木技術Ӧ業部　　小ྛ༝ҕ

˟ 104-8388　౦ژ都中ԝ۠ڮژ 1-7-1

TE-：03-3535-2641　または　03-3535-1607

ਤᴷ �　γεςϜ֓ཁਤ
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外ボルト締結型コンクリート 
中詰め鋼製セグメントを用いた 

空伏せ管渠工法
大成建設

⾣ 概　　　要

都市部でのシールド工事では，े分な立޵用地の確保がࠔ難

な事が多く，ط設構଄෺や地下ຒ設෺，ಓ路৚件等の制໿より，

立޵部分でෳࡶな線形（急曲線や急ޯ഑）を計画せ͟るを得な

いことがある。その場合でも，ۣ形断面の現場ଧちコンクリー

ト構଄とするのが一般的であるが，施工難қ度が高い分，高い

体品質を確保しにくい部分が生じやすくなるため，点検や補ۥ

मに要する手間が大きくなる可能性が高い。また，ෳࡶな構଄

෺の構ஙに不可ܽなమے工や型࿮工の熟練技能労ಇ者が不足，

急ޯ഑施工の場合は型࿮支保工などの施工面で安全؅理がࠔ難

といった問題もある。

大成建設は，品質・安全上のリスクを最小限に཈え，工期短

縮も可能な工๏として，シールド工事用セグメントを応用した

「外ボルトక݁型コンクリート中٧め߯੡セグメントを用いた

ۭ෬せڎ؅工๏」を開発し，ਆށ市発஫のシールド工事に初適

用した。

⾣ 特　　　徴

①急曲線に対応可能

セグメントは気中組立てのため，シールドマシン内で組立て

Пܘ難な急曲線؅路を構ங可能（実੷：セグメント外ࠔ 4�1 N，

曲率半3ܘʹ 4�5 N）。

曲線に対応可能ݩ次ࡾ②

ݩ次ࡾ C"Dによる組立て計画とࡾ次ݩ座標による出来形؅

理により，ฏ面・縦断曲線がෳ合する曲線も施工可能（実੷：

縦断3ʹ 15 N，ԣ断 3ʹ 18 N）。

③高いۥ体品質

プレキャスト੡品であるため，మے工や型࿮工の熟練技能労

ಇ者を必要とせず，高いۥ体品質を実現可能。

④工期短縮が可能

現場ଧちコンクリート構଄に比べ，30 ～ 40ˋの工期短縮が

可能。

ᶇ外ボルト方式による安全性向上

トンネル内部での組立て作業が不要となり，急ޯ഑施工での

安全性がඈ༂的に向上，また，内面ฏ滑性にも優れる。

⾣ 施 工 手 順

①ॴ定の高さにセグメント受୆を設置

②地上でリングঢ়に組立てたセグメントを立޵下へ౤入

設セグメントとボルトక݁ط③

④切ྊがׯবする高さまでセグメントが組みあがった段֊で流

動化ॲ理土等によりຒ໭し

ᶇ解体する切ྊ・ෲىしの൓力がセグメントに作用しないよう

に開ޱ補߯ڧ材を設けて੝替えコンクリートを構ங

ᶈ切ྊ・ෲىしの解体

ʦ上記①‌→‌ᶈを܁りฦしʧ

⾣用　　　途

・ۭ෬せセグメントによるڎ؅構ங全般

⾣実　　　績

・中突అポンプ場์流ڎங଄工事（その 2）

⾣問 合 せ 先

大成建設᷂　関੢支ళ　土木部　技術部技術ࣨ

˟ 542-0081　大ࡕ෎大ࡕ市中ԝ۠ೆધ場 1-14-10

TE-：06-6265-4603
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